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思いやりと交流で創る　新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

　

平
成
21
年
中
に
家
屋
を
新
築
、

増
築
及
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ

た
方
に
対
し
、
７
月
に
不
動
産
取

得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
送
付

さ
れ
た
方
は
、
納
期
限
７
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
又
は
県
税
事
務
所
窓
口
に
て

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
税
事
務
所

　

不
動
産
取
得
税
担
当

　

☎
0
2
8
2
（
23
）
3
4
1
3

　

2
才
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と

し
た
、
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

7
月
30
日
（
金
）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　

国
分
寺
公
民
館

●
内
容　

三
匹
の
こ
ぶ
た
人
形
劇

（
午
前
11
時
15
分
〜
）、
製
作
コ
ー

ナ
ー
、
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど

●
料
金　

無
料

●
問
い
合
わ
せ
先　

愛
泉
幼
稚
園

　

☎
0
2
8
5（
44
）7
7
8
3

　

担
当　

小
倉　

庸
寛

　

今
年
度
第
２
回
目
の
家
族
会
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
の
「
ど
う

対
応
い
た
ら
い
い
の
？
」
な
ど
と

い
っ
た
疑
問
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
意
見
交
換
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

７
月
23
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所

　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

●
内　

容

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
よ

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
知
ろ
う

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎（
52
）
1
1
1
2

　

耳
の
聞
こ
え
に
つ
い
て
お
悩
み

の
方
の
た
め
の
相
談
会
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
配
慮
し
ま

す
の
で
、
全
く
聞
こ
え
な
い
方
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

７
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
３
時
ま
で
）

●
場　

所

　

国
分
寺
公
民
館
２
階
研
修
室

●
内　

容

・
難
聴
に
関
す
る
各
種
相
談

・
補
聴
器
相
談

・
機
器
の
展
示
、
情
報
の
配
布

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
中
途
失
調
・
難
聴
者
協
会

　

☎ 

（
51
）
1
3
2
5

　

FAX
（
51
）
1
3
2
6

　

古
山
小
学
校
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

で
は
夏
休
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。 

●
年　

齢

　

18
歳
以
上
（
た
だ
し
、
高
校
生

は
不
可
）

●
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

●
子
ど
も
が
好
き
な
方

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
古
山
小
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

古
山
小
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

　

☎ 

（
52
）
1
1
7
4

　

地
域
を
限
定
し
て
仕
事
を
探
し

た
い
、
自
宅
に
近
い
と
こ
ろ
で
、

空
い
て
い
る
時
間
を
利
用
し
て
仕

事
を
し
た
い
、
ま
た
は
、
福
祉
の

仕
事
に
関
心
は
あ
る
け
れ
ど
、
ま

だ
具
体
的
な
就
職
活
動
は
し
て
い

な
い
と
い
う
方
に
、
福
祉
の
仕
事

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

実
際
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

７
月
29
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

●
場　

所

　

小
山
市
中
央
町
2-

2-

21

　

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内　

容

　
「
ミ
ニ
面
談
会
」

　

エ
リ
ア
内
の
求
人
事
業
所
が
参

加
し
、
担
当
者
に
仕
事
内
容
や
応

募
条
件
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

　

栃
木
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
が
、
福
祉
の
仕
事
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
0
2
8-

6
4
3-

5
6
2
2

平
成
21
年
中
に
家
屋
を
新
築
等

に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方
へ

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
0
の
開
催
に
つ
い
て

精
神
保
健
福
祉
家
族
会
の
お
知
ら
せ

福
祉
の
お
仕
事
ミ
ニ
面
談
会

耳
の
聞
こ
え
、補
聴
器
、

難
聴
者
の
相
談
会

古
山
小
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
夏
休
み

ア
ル
バ
イ
ト
指
導
員
募
集

　

８
月
は
、
平
成
21
年
中
に
個
人

で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方
に
、

個
人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
め
る
額
は
、
原
則
と
し
て
所

得
金
額
か
ら
2
9
0
万
円
を
引

い
た
額
に
次
の
税
率
を
乗
じ
た
金

額
と
な
り
ま
す
。

●
第
一
種
事
業

　

物
品
販
売
業
、製
造
業
、不
動
産     

　

貸
付
業　

等

　

税
率　

５
％

●
第
二
種
事
業

　

畜
産
業
、水
産
業
、薪
炭
製
造
業

　

税
率　

４
％

●
第
三
種
事
業

　

医
業
、弁
護
士
業
、理
美
容
業 

等

　

税
率　

５
％

　

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
等
の
業 

等

　

税
率　

３
％

　

一
期
分
の
納
期
限
は
８
月
31
日

（
火
）
で
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

二
期
分
の
納
付
書
は
、
11
月
上

旬
に
発
送
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
栃
木
県
税
事
務
所

　

個
人
事
業
税
担
当

　

☎
0
2
8
2（
23
）3
4
1
4

　

世
界
に
誇
る
貴
重
な
文
化
財
で

あ
る
日
光
杉
並
木
街
道
を
守
る

「
杉
の
並
木
守
」
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

７
月
１
日
（
木
）〜
30
日
（
金
）

●
募
集
人
員

　

30
名
程
度
（
日
光
杉
並
木
街
道

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で

き
る
満
20
歳
以
上
の
方
）

●
受
講
料

　

無
料

●
応
募
方
法

　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

※

養
成
講
座
の
日
程
、
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局

文
化
財
課

　

☎
0
2
8-

6
2
3-

3
4
6
2

７
月

（
天
平
公
園
）・
赤
と
ん
ぼ
の
会

（
花  

広  

場
）・
国
分
寺
商
工
会

８
月

（
天
平
公
園
）・
下
野
市
職
員
組
合

（
花  

広  

場
）・
下
野
市
職
員
組
合

個
人
事
業
税
の
納
税
に
つ
い
て

杉
の
並
木
守
養
成
講
座

平
美
林
会
清
掃
奉
仕
計
画

　

口
蹄
疫
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
原
因

で
、
偶
蹄
類
の
家
畜
（
牛
、
豚
、

ヤ
ギ
な
ど
）
や
野
生
動
物
（
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
等
）
が
か
か
る
病
気

で
あ
り
、
人
に
感
染
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

口
蹄
疫
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
各
農
場
の
飼
養
管
理
・
衛
生

管
理
を
徹
底
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
の

侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

常
日
ご
ろ
か
ら
農
場
を
訪
問
す
る

車
両
、
持
ち
込
む
器
具
等
は
必
ず

消
毒
し
、
関
係
者
以
外
の
農
場
へ

の
立
ち
入
り
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
対
策
と
し
て

１
．
農
場
等
な
ど
へ
の
出
入
り
は

で
き
る
だ
け
避
け
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

２
．
畜
舎
等
へ
の
出
入
り
に
は
手

指
や
長
靴
等
の
消
毒
、
作
業
服
の

交
換
・
洗
濯
な
ど
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

３
．
車
両
に
つ
い
て
も
出
入
り
口

の
外
で
足
回
り
を
徹
底
的
に
消
毒

し
ま
し
ょ
う
。

４
．
公
道
か
ら
自
宅
、
畜
舎
へ
の

通
路
と
畜
舎
の
周
囲
２
〜
３
ｍ
に

は
消
石
灰
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
畜
の
状
態
を
日
頃
か
ら
よ
く

観
察
し
て
、
異
常
が
あ
れ
ば
家
畜

衛
生
保
健
所
、
か
か
り
つ
け
の
獣

医
ま
た
は
、
市
役
所
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

県
南
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
0
2
8
2
（
27
）
3
6
1
1

農
政
課

　

☎（
48
）
2
1
4
3

●
事
業
目
的

　

冬
期
の
畑
地
帯
か
ら
発
生
す
る

風
塵
の
解
消
を
図
り
つ
つ
、
農
地

の
地
力
増
進
と
有
効
活
用
を
推
進

し
、
良
好
な
農
地
環
境
（
景
観
）

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
で
き
る
方

　

農
地
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
現
況
地
目
が
「
畑
」
と
な
っ

て
い
る
農
地
で
、
11
月
末
ま
で
に

麦
を
作
付
け
し
、
そ
の
後
、
緑
肥

と
し
て
利
用
す
る
予
定
の
耕
作
者

●
補
助
額

　

10
ア
ー
ル
当
た
り
２
千
円
以
内

（
作
付
面
積
に
よ
る
調
整
あ
り
）

●
申
込
期
限

　

８
月
31
日
（
火
）

●
申
し
込
み
先

　

Ｊ
Ａ
お
や
ま
北
部
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）
0
4
0
1

　

Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
南
河
内
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー

　

☎（
48
）
2
2
1
5

　

※
申
込
書
は
各
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。

●
補
助
金
の
交
付

　

申
込
書
の
審
査
及
び
作
付
確
認

を
行
っ
た
後
、
申
込
者
（
事
業
実

施
者
）に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎（
48
）
2
1
4
3

●
採
用
予
定
人
数

　

約
20
名

●
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

●
受
付
期
間

　

７
月
13
日
（
火
）
か
ら
22
日

（
木
）ま
で（
７
月
22
日
消
印
有
効
）

●
試
験
日

　

９
月
12
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課　

人
事
第
一
係

　

☎
0
2
8-

3
3
3-

0
0
0
5

口
蹄
疫
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
更
新
講
習
会
を
実
施
し
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

　

９
月
９
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

　

９
月
30
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

　

宇
都
宮
市
文
化
会
館
（
小
ホ
ー

ル
）
宇
都
宮
市
明
保
野
町
７-

66

●
更
新
講
習
会
案
内

　

申
込
書
類
は
、
財
団
法
人
栃
木

県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら

本
人
あ
て
、
７
月
12
日
（
月
）
に

送
付
し
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間

　

７
月
30
日
（
金
）

　

当
日
消
印
有
効

●
更
新
講
習
会
対
象
者

　

現
在
こ
の
資
格
を
有
し
、
有
効

期
限
が
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
の
方
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
栃
木
県
建
設
総
合
技
術

セ
ン
タ
ー

　

〒
3
2
1-

0
9
7
4

　

宇
都
宮
市
竹
林
町
1
0
3
0-

2

　

☎
0
2
8-

6
2
6-

3
1
8
7

　

研
修
課
（
担
当　

菊
地
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

更
新
講
習
会
の
お
知
ら
せ

畑
地
帯
環
境
整
備
支
援
事
業
の

お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
裁
判
所
事
務
官

採
用
Ⅲ
種
試
験


